
21世紀に入り顕在化した国内の人口減少・少子高齢化や環境問題といった諸問題やデジタル化を始めと
した技術革新の進展は2020年代に入り更なる変容を遂げつつある。新型コロナウイルス感染症の拡大が与
えた影響や2050年カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に向けた対応、ＡＩを始めとする先端技術の活
用に向けた動きなどを経て、我が国の社会経済は大きな変革の時期を迎えている。
こうした社会変容は人々の生活の基盤でもある住宅分野においても例外ではなく、人々の住まいのニーズ
や選択に生じている大きな潮流の変化は一層進展していくものと考えられる。このような社会環境の大きな
変化や人々の価値観の多様化に対応するために、どのような住生活のあり方が求められているのかについ
て議論を行う。

申し込み不要・参加費無料

【主催】 住生活月間実行委員会 【後援】 国土交通省

開催概要

安達 功氏 小原 隆氏

〔基調講演講師・コーディネーター・パネリスト〕

内容

令和５年 10月 26日 (木)

14:00 ～ 16:30 

住生活月間フォーラム
社会変容を踏まえた新たな住生活を考える

～時代の潮流とこれからの住まい方～

◇第１部 : 基調講演

＜空き家活用株式会社 代表取締役ＣＥＯ＞

＜日経ＢＰ総合研究所 フェロー＞

＜一般社団法人リビングテック協会 事務局
（日鉄興和不動産株式会社住宅事業本部
リビオライフデザイン総研室）＞

＜芝浦工業大学 建築学部長・教授＞

◇第２部 : パネルディスカッション

安達 功氏

〔パネリスト〕 (50音順)

佐藤 有希氏

和田 貴充氏

秋元 孝之氏

〔講師〕

小原 隆氏

〔コーディネータ－〕

・住生活月間オフィシャルサイトから、どなたでも無料で視聴いただけます。
・事前に視聴申込み等をしていただく必要はございません。
・詳細につきましては、後日、住生活月間オフィシャルサイトにおいて掲載いたします。

住生活月間オフィシャルサイト：http://www.jh-a.or.jp/jyuuseikatu/top.html

※右のQRコードからもアクセス可能です。

視聴方法

〔基調講演講師〕 〔コーディネーター〕

秋元 孝之氏

〔パネリスト〕

佐藤 有希氏

〔パネリスト〕

和田 貴充氏

〔パネリスト〕

＜日経ＢＰ総合研究所 上席研究員＞

http://www.jh-a.or.jp/jyuuseikatu/top.html

